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10
月
16
日
（
火
）、
佐
賀
市
文
化
会
館

大
ホ
ー
ル
で
第
13
回
佐
賀
市
老
人
ク
ラ

ブ
大
会
を
開
催
し
、
約
1
4
0
0
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
佐
賀
市
長
、
佐
賀
市
議

会
議
長
、
佐
賀
市
社
会
福
祉
協
議
会
会

長
、
佐
賀
市
自
治
会
協
議
会
会
長
様
方

を
来
賓
に
お
迎
え
し
、
佐
賀
市
老
人
ク

ラ
ブ
会
長
表
彰
を
行
い
、
３
団
体
と
７

人
の
方
を
表
彰
。
長
年
の
老
人
ク
ラ
ブ

活
動
に
対
し
感
謝
の
意
を
示
し
ま
し
た
。

最
後
に
大
会
宣
言
と
し
て
、
久
野
絹
子

副
会
長
が
宣
言
文
を
読
み
上
げ
、
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
９
月
に
開
催
さ
れ
た
佐
賀
市

自
治
会
協
議
会
に
て
、
自
治
会
長
へ
老

人
ク
ラ
ブ
へ
の
理
解
と
、
未
設
置
地
区

で
の
老
人
ク
ラ
ブ
結
成
へ
の
協
力
要
請

を
行
い
ま
し
た
。
会
員
増
に
向
け
一
層

の
努
力
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

3
団
体
、7
人
の
功
労
に
感
謝

老人クラブ育成功労者表彰
新栄校区老連 青木　昭生
嘉瀬校区老連 中原　正夫
西川副校区老連 伊東　久喜

兵庫校区老連
田中　富枝
川添　　学

久保泉校区老連 土井　作次
循誘校区老連 中村　貞子

優良老人クラブ表彰
東高木３区長生会 会長　園田　安元
満穴老人クラブ 会長　中島　正久
福寿西老人クラブ 会長　杠　　勝次

佐賀市老人クラブ連合会
会長表彰受賞者（敬称略）

第
13
回 

佐
賀
市
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
を
開
催

多数の来賓にご臨席いただきました

大会宣言をする
久野副会長

受賞者代表 謝辞

　
【
大
会
宣
言
内
容
】

一 

健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
活
動
の
地
域

へ
の
普
及
・
拡
大

一 

若
手
高
齢
者
、
女
性
会
員
の
活
力
を
生

か
し
た
活
動
の
展
開

一 

地
域
支
え
合
い
活
動
に
よ
る
住
民
共
助

の
取
り
組
み
の
推
進

一 

知
恵
と
経
験
を
活
か
し
た
環
境
に
や
さ

し
い
活
動
の
推
進

一 

安
心
と
信
頼
で
き
る
社
会
保
障
制
度
に

向
け
た
学
習
と
提
案
・
提
言

一 

老
人
ク
ラ
ブ
未
加
入
高
齢
者
へ
の
積
極

的
な
入
会
の
要
請
を
行
い
、
会
員
一
人

ひ
と
り
が
一
人
以
上
を
加
入
さ
せ
る

的野　勝 氏
牧山　ひろし 氏

佐賀の芸達者大集合！

演芸大会
7～9ページに関連記事

︻
特
別
ゲ
ス
ト
出
演
も
あ
り
︼

表彰状授与
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佐
賀
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

 

会
長
　
木
下
　
治
紀

地
域
と
一
体
に
な
っ
て

 

目
指
そ
う
！
ク
ラ
ブ
活
性
化

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
平
成
31
年
の
年
頭
に
あ

た
り
、
新
春
の
あ
い
さ
つ
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

元
号
も
５
月
１
日
を
も
っ
て
新
た

な
元
号
と
な
り
、
平
成
最
後
の
年
で

も
あ
り
ま
す
。
新
元
号
の
公
表
は
4

月
１
日
に
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
よ
う

な
新
時
代
が
幕
開
け
す
る
か
今
か
ら

楽
し
み
で
す
。

　

さ
て
皆
様
方
に
は
、
新
し
い
亥
年

を
す
が
す
が
し
い
気
持
ち
で
迎
え
ら

れ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

己
亥
で
あ
る
「
己
」
に
は
、
前
の

十
干
「
戊
」
が
「
分
化
繁
栄
」
を
意

味
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、「
己
」
は

繁
栄
し
た
も
の
を
統
制
す
る
意
味
が

あ
る
年
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
亥
に
は
生
命
の
力
が
閉

じ
た
状
態
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い

る
た
め
「
己
亥
年
」
は
今
の
反
映
し

て
い
る
状
態
を
維
持
す
る
よ
う
に
守

り
に
徹
し
た
方
が
い
い
年
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
亥
年
は
一
般
的
に
西
暦

を
12
で
割
っ
た
際
に
３
の
数
字
が
余

る
年
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
2
0
1
9
年
の
干
支
で
あ
る
亥
年

は
と
て
も
愛
情
が
深
い
で
す
が
、
表

面
的
に
は
シ
ャ
イ
な
タ
イ
プ
な
た
め
、

派
手
な
こ
と
や
社
交
的
な
こ
と
は
好

み
ま
せ
ん
。

　

自
然
と
弱
者
を
助
け
る
た
め
、
自

然
に
信
頼
を
集
め
、
リ
ー
ダ
ー
的
な

存
在
に
も
適
し
て
い
ま
す
。

　

亥
年
の
長
所
と
し
て
、
他
人
と
の

関
わ
り
方
に
長
け
て
い
ま
す
。
家
族

や
友
人
に
対
し
て
の
細
や
か
な
気
配

り
が
で
き
ま
す
の
で
、
先
の
こ
と
を

考
え
準
備
す
る
こ
と
に
長
け
て
い
た

り
縁
下
の
力
持
ち
の
よ
う
な
こ
と
も

で
き
ま
す
し
、リ
ー
ダ
ー
と
し
て
引
っ

張
っ
て
行
く
力
強
さ
も
併
せ
持
っ
て

い
ま
す
。

　

自
立
心
の
強
い
人
が
多
い
の
も
亥

年
の
性
格
と
さ
れ
て
お
り
、
努
力
を

惜
し
み
ま
せ
ん
。
協
調
性
と
柔
軟
性

を
併
せ
持
っ
て
い
る
た
め
困
難
な
状

況
で
も
決
し
て
め
げ
ず
に
や
り
遂
げ

る
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

い
い
意
味
で
も
悪
い
意
味
で
も
捉

え
る
特
徴
と
し
て
「
頑
固
」
な
人
も

多
い
の
が
亥
年
で
す
。

　

さ
て
、
私
た
ち
老
人
ク
ラ
ブ
も
会

員
不
足
の
現
状
を
克
服
し
て
会
員
増

加
す
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
思
う
よ
う
に
は

会
員
は
増
え
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
人
間

誰
に
で
も
寿
命
と
い
う
も
の
が
あ
り
、

人
生
80
年
、
90
年
時
代
と
な
っ
て
き
て

い
る
現
在
、
死
亡
・
病
気
脱
会
等
で
の

減
が
新
規
加
入
者
数
の
倍
以
上
あ
る

こ
と
が
一
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

65
歳
か
ら
75
歳
ま
で
の
若
手
会
員

を
い
か
に
し
て
増
や
す
か
が
今
後
の

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
大
き
く
左
右
す

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
自
治
会
長
や
民

生
委
員
を
含
め
多
く
の
地
域
各
種
団

体
と
の
連
携
を
図
り
、
老
人
ク
ラ
ブ

活
動
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
９
月
に
は
自
治
会
協
議
会

へ
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
理
解
と
未
設
置

地
域
で
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
設
立
要
請

を
行
い
ま
し
た
が
、
自
治
会
長
任
せ

で
は
会
員
は
増
え
ま
せ
ん
。
単
位
老

人
ク
ラ
ブ
の
会
長
を
は
じ
め
役
員
が

一
丸
と
な
っ
て
自
治
会
に
働
き
か
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
「
健
康
」「
友

愛
」「
奉
仕
」
が
三
大
運
動
で
あ
り
ま

す
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
で
は
友
愛

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ヘ
ル
パ
ー
の
活
動
を

単
位
ク
ラ
ブ
会
長
で
知
ら
な
い
と
回

答
さ
れ
た
方
が
26
％
も
お
り
ま
し
た
。

昨
年
度
か
ら
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
」
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

私
た
ち
老
人
ク
ラ
ブ
も
地
域
と
一
体

と
な
っ
て
活
動
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

を
通
し
て
私
た
ち
健
康
な
会
員
も
若

干
の
障
害
や
加
齢
に
よ
っ
て
、
認
知

症
に
な
ら
な
い
よ
う
健
康
教
室
や
脳

ト
レ
教
室
、
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
教
室

等
々
地
域
に
存
在
す
る
も
の
を
有
効

に
利
用
し
て
、
ま
す
ま
す
の
健
康
保

持
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、

平
成
26
年
度
か
ら
５
カ
年
計
画
と
し

て
平
成
30
年
度
ま
で
1
0
0
万
人
会

員
増
強
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

佐
賀
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
も
前
期

計
画
と
し
て
平
成
26
年
度
か
ら
平
成

28
年
度
ま
で
、
後
期
計
画
と
し
て
平

成
29
年
度
か
ら
平
成
30
年
度
ま
で
、

会
員
6
5
0
0
人
会
員
増
強
運
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
我
が
佐
賀
市

老
連
で
は
、
全
老
連
、
佐
賀
県
老
連

の
趣
旨
を
十
分
に
理
解
し
、毎
年
３
％

の
会
員
増
加
の
目
標
を
達
成
す
べ
く

努
力
し
て
い
ま
す
。
な
か
な
か
成
果

が
見
え
て
こ
な
い
の
が
残
念
で
は
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
努
力
に
よ
り
、
会

員
減
少
幅
は
小
さ
く
な
っ
て
い
る
こ

と
は
一
応
の
成
果
と
も
言
え
ま
す
。

　
2
0
2
5
年
に
は
、
団
塊
の
世
代

が
後
期
高
齢
者
へ
の
仲
間
入
り
と
な

り
、
一
段
と
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で

き
ま
す
が
、
老
人
ク
ラ
ブ
に
若
手
が

加
入
す
る
こ
と
に
よ
り
老
人
ク
ラ
ブ

の
活
性
化
が
図
れ
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
魅
力
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
を
つ
く

る
必
要
が
あ
り
、
一
人
ひ
と
り
の
協

力
が
な
お
一
層
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
と
も
皆
で
楽
し
い
老
人
ク

ラ
ブ
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

こ
れ
か
ら
も
会
員
の
方
々
が
元
気

に
、
積
極
的
に
地
域
活
動
に
参
加
さ

れ
、
健
康
寿
命
を
延
ば
し
て
い
か
れ

ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
年
も
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
や
、
会
員
増

加
の
た
め
精
い
っ
ぱ
い
努
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

︻
佐
賀
市
老
連 
副
会
長
あ
い
さ
つ
︼

古川　一男

古賀　一彦久野　絹子
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賀
市
老
連
事
務
局
長
よ
り
老
人
ク
ラ

ブ
の
現
状
に
つ
い
て
の
話
が
あ
り
、

８
班
に
分
か
れ
て
女
性
部
の
活
動
や

会
員
増
強
運
動
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
の
討
議
を
行
い
、
午
後
よ
り
発
表

を
行
い
ま
し
た
。

　

女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
は
隔
年
ご

と
に
宿
泊
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
今
年
度
は
１
日
研
修
と
い
う
こ

と
で
少
し
時
間
が
足
ら
ず
十
分
に
話

し
合
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と

が
残
念
で
す
。

佐
賀
市
老
連

平
成
30
年
度

活

動

紹

介

8
班
に
分
か
れ

会
員
増
強
に
つ
い
て
討
議

2
5
0
人
が
参
加

試
合
形
式
を
変
更
し
時
間
短
縮

　

９
月
11
日
（
火
）、
グ
ラ
ン
デ
は

が
く
れ
に
て
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

を
開
催
し
、
各
校
区
老
連
よ
り
３
人

の
計
81
人
と

佐
賀
市
老
連

正
副
会
長
が

参
加
し
ま
し

た
。

　

木
下
治
紀

会
長
・
久
野

絹
子
女
性
部

長
の
あ
い
さ

つ
の
後
、
佐

　

９
月
13
日
（
木
）、
佐
賀
市
民
運

動
広
場
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大

会
を
開
催
し
、
26
校
区
老
連
よ
り

2
5
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

以
前
は
2
チ
ー

ム
ず
つ
各
コ
ー
ス

に
入
っ
て
プ
レ
ー

を
し
て
い
ま
し
た

が
、今
年
度
よ
り
、

試
合
形
式
を
変
更

し
、
各
コ
ー
ス
に

１
チ
ー
ム
ず
つ
入

り
競
技
を
行
っ
た

女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

プ
レ
ー
し
な
が
ら
意
識
向
上

守
ろ
う
交
通
ル
ー
ル

　

10
月
12
日
（
金
）、
佐
賀
市
民
運

動
広
場
で
26
校
区
老
連
（
三
瀬
村
老

連
棄
権
）
よ
り
約
2
5
0
人
が
参

加
し
て
交
通
安
全
教
育
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

高
齢
者
が
交
通
事
故
の
被
害
に
遭

う
、
ま
た
は
交
通
事
故
を
引
き
起
こ

し
加
害
者
に
な
る
こ
と
が
増
え
て
い

る
こ
と
を
受
け
、
交
通
ル
ー
ル
を

守
っ
て
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の
競
技
に
交

通
ル
ー
ル
を
取

り
入
れ
た
試
合

を
行
い
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
に
は

信
号
の
あ
る
横

交
通
安
全
教
育

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

断
歩
道
や
路
側
帯
、
横
断
禁
止
の
標

識
が
設
置
さ
れ
、
参
加
者
の
皆
さ
ん

は
プ
レ
ー
し
な
が
ら
交
通
ル
ー
ル
と

マ
ナ
ー
を
学
び
ま
し
た
。

【
大
会
成
績
】

優　
勝 

中
川
副
校
区
老
連 

１
８
４
打

準
優
勝 

諸
富
町
老
連 

１
８
６
打

第
3
位 

大
和
町
老
連 

１
８
８
打

第
４
位 

巨
勢
校
区
老
連 

１
９
４
打

第
５
位 

大
詫
間
校
区
老
連 

１
９
８
打

第
６
位 
兵
庫
校
区
老
連 

１
９
９
打

第
７
位 
神
野
校
区
老
連 

１
９
９
打

第
８
位 

赤
松
校
区
老
連 

２
０
１
打

第
９
位 

新
栄
校
区
老
連 

２
０
２
打

第
10
位 

金
立
校
区
老
連 
２
０
４
打

第
10
位 

鍋
島
校
区
老
連 
２
０
４
打

結
果
、
試
合
時
間
を
大
幅
に
短
縮
す

る
こ
と
が
で
き
、
大
会
を
ス
ム
ー
ズ

に
進
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

【
大
会
成
績
】

優　
勝 

神
野
校
区
老
連 

１
８
９
打

準
優
勝 

金
立
校
区
老
連 

１
９
０
打

第
3
位 

諸
富
町
老
連 

１
９
４
打

第
4
位 

西
川
副
校
区
老
連 

１
９
５
打

第
5
位 

北
川
副
校
区
老
連 

１
９
６
打

第
6
位 

兵
庫
校
区
老
連 

１
９
７
打

第
7
位 

循
誘
校
区
老
連 

１
９
８
打

第
８
位 

大
和
町
老
連 

１
９
９
打

　

上
位
８
チ
ー
ム
56
人
は
10
月
24
日

（
水
）
に
開
催
さ
れ
た
佐
賀
県
老
連

大
会
に
個
人
戦
で
参
加
し
ま
し
た
。

※
関
連
記
事
は
6
ペ
ー
ジ
に
掲
載

シートベルト・チャイルドシート着用
街頭キャンペーン

女性部手作りマスコットを配布
　9 月 26 日（水）、兵庫北のゆめタウン
佐賀にて、佐賀市老連校区女性部長 27 人
と佐賀市生活
安全課、佐賀
市交通対策協
議会とが連携
してシートベ
ルト着用・チャイルドシート着用街頭キャ
ンペーンを実施しました。
　女性部もマスコット約 400 個を心を込
めて作成し、チラシと
一緒に道行く人に配布
し、交通事故防止を呼
びかけました。

久野副会長
あいさつ
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佐
賀
市
老
連

平
成
30
年
度

活

動

紹

介
　
10
月
30
日
（
火
）、
ほ
ほ
え
み
館
に

て
大
分
県
日
田
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
と
の
交
流
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

日
田
市
老
連
よ
り
14
人
、
佐
賀
市

老
連
よ
り
8
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

主
に
、
交
通
安
全
指
導
員
の
活
動

状
況
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
、
佐

賀
市
老
連
で
は
毎
年
2
つ
の
（
佐
賀

北
・
南
警
察
署
管
内
）
校
区
老
連
を

万一の事故対応が課題
交通安全について意見交換

　

10
月
26
日
（
金
）、
佐
賀
市
民
運

動
広
場
で
27

校
区
老
連

と
株
式
会
社

メ
モ
リ
ー
ド

を
含
む
計
48

チ
ー
ム
約

２
０
０
人
が

参
加
し
て
ペ

タ
ン
ク
大
会

を
開
催
し
ま

し
た
。

　

回
を
重
ね
る
ご
と
に
人
気
が
高

ま
っ
て
い
る
ペ
タ
ン
ク
は
誰
で
も
気

軽
に
楽
し
め
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で

日田市老連との交流会

指
定
し
て

交
通
安
全
教

育
活
動
を
実

施
し
て
い
る

こ
と
を
は
じ

め
、
今
年
度

指
定
さ
れ
て

い
る
本
庄
校

区
老
連
と
高

木
瀬
校
区
老
連
の
う
ち
、
本
庄
校
区

老
連
の
活
動
に
つ
い
て
紹
介
を
行
い

ま
し
た
。

　

交
通
安
全
指
導
員
の
活
動
に
つ
い

て
は
、
事
故
に
遭
っ
た
場
合
の
対
応

と
補
償
に
つ
い
て
課
題
が
あ
が
り
、

全
老
連
で
推
奨
し
て
い
る
老
人
ク
ラ

ブ
傷
害
保
険
を
今
後
も
活
用
し
て
い

く
こ
と
が
得
策
だ
と
い
う
意
見
が
多

く
出
ま
し
た
。

　ワード、エクセル、インターネットが使え
るようになります。

・  3 月 初旬　 （ 4 月〜 6 月期教室）
・  6 月 初旬　 （ 7 月〜 9 月期教室）
・  9 月 初旬　 （10 月〜12 月期教室）
・12月 初旬　 （ 1 月〜 3 月期教室）

・ОＳ（オペレーティングシステム）
  Windows10（ウィンドウズ 10）

・ソフトウェア
  Microsoft Office 2016
  （オフィス 2016）

募集時期

授業内容

教室環境

文書作成、表計算

最新の環境で勉強できます

　佐賀市老連では、佐賀

市の補助を受けて高齢者

(60歳以上)を対象として

高齢者のパソコン教室を

開催しています。文書入力の「ワード」と表

計算の「エクセル」、インターネットの利用

について3カ月間23回、年4回の教室を開催

して午前(1班)・午後(2班)の各10人の生徒

を募集しています。授業料は3カ月分として

10,000円と資料代の3,240円です。

　募集時期は開催月の2カ月前15日の市報で

お知らせをし、開催月の前月の月初めに一週

間で募集しています。

　特に、老人クラブの役員や会計等をされて

いる場合、大変役立つと思いますのでぜひと

も参加してみてはいかがでしょうか。

す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
大
会
に
参
加
し

て
体
験
し
、
各
校
区
老
連
で
も
普
及

し
て
く
だ
さ
い
。

【
Ａ
パ
ー
ト
】
25
チ
ー
ム
参
加
７
コ
ー
ト

優　
勝　
　
勧
興
校
区
老
連

準
優
勝　
　
久
保
田
町
老
連

第
3
位　
　
巨
勢
校
区
老
連

【
Ｂ
パ
ー
ト
】
23
チ
ー
ム
参
加
６
コ
ー
ト

優　
勝　
　
勧
興
校
区
老
連

準
優
勝　
　
中
川
副
校
区
老
連

第
3
位　
　
兵
庫
校
区
老
連

総
合
優
勝　
勧
興
校
区
老
連
Ａ
チ
ー
ム

高齢者パソコン教室
生徒募集中

佐賀市老人クラブ連合会
事務局にご連絡ください

勧
興
校
区
老
連
が
快
挙

�

A
、
B
パ
ー
ト
で
栄
冠

ペ
タ
ン
ク
大
会

選手宣誓をする勧興校区老連
の選手

佐賀市老人クラブ連合会 ☎ 32-2561
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ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
講
習
会

施
設
訪
問

女
性
部
27
人
の
「
愛
」
を

�

歌
や
タ
オ
ル
に
こ
め
て

　

11
月
27
日
（
火
）、
佐
賀
勤
労

者
体
育
館
に
て
本
年
度
２
回
目
の

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
講
習
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
27
校
区
老
連
よ
り
各
４

人
と
、
佐
賀
市

老
連
の
正
副
会

長
・
体
育
部
理

事
・
体
育
指
導

員
1
2
0
人

が
参
加
し
、
佐

賀
市
ス
ポ
ー
ツ

推
進
協
議
会
と

佐
賀
市
ス
ポ
ー

　

11
月
21
日
（
水
）、
グ
ラ
ン
デ
は

が
く
れ
に
佐
賀
県
内
市
町
老
連
よ
り

１
１
０
人
が
集
ま
り
、
佐
賀
市
老
連

か
ら
も
20
人
が
参
加
し
て
在
宅
福
祉

を
支
え
る
友
愛
活
動
県
内
交
流
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
会
は「
仲
間
を
支
え
る
」

と
い
う
原
点
に
返
り
、
活
動
の
活
性

　
11
月
８
日
（
木
）、
佐
賀
市
老
連
校

区
女
性
部
長
27
人
に
よ
る
施
設
訪
問

を
総
合
保
健
康
施
設
「
紀
水
苑
」
で

開
催
し
ま
し

た
。

　
こ
こ
数
年
は

介
護
老
人
保
健

施
設「
き
り
ん
」

を
訪
問
し
て
い

ま
し
た
が
、
新

た
な
施
設
を
希

望
す
る
声
が
あ

り
、
今
回
初
め

て
「
紀
水
苑
」

で
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
紀
水
苑
の
田
中
氏
に

よ
る
要
介
護
に
な
ら
な
い
健
康
講
座

を
受
け
、
同
施
設
の
バ
イ
キ
ン
グ
料

理
を
堪
能
し
、
午
後
よ
り
約
30
分
間

の
慰
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

慰
問
で
は
、
女
性
部
長
に
よ
る
歌

の
指
導
が
あ
り
、
童
謡
な
ど
を
入
所

者
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
歌
い
、
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
ま

た
、
施
設
に

は
会
員
で
持

ち
寄
っ
た
タ

オ
ル
と
洗
剤

を
渡
し
、
大

変
喜
ば
れ
ま

し
た
。

ツ
振
興
課
よ
り
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
回
の
種
目
は
、
ボ
ッ
チ
ャ
、
ス

ポ
ー
ツ
吹
き
矢
、
い
ご
て
だ
ま
、
ス

カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
４
種
目
で
、
慣
れ

な
い
な
が
ら
も
皆
さ
ん
和
気
あ
い
あ

い
と
楽
し
み
ま
し
た
。

　

体
験
を
通
し
て
多
く
の
方
に
関
心

を
高
め
て
も
ら
い
、
地
域
に
普
及
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

化
を
図
る
た
め
に
実
施
さ
れ
、
西
与

賀
校
区
老
連
の
高
津
氏
が
事
例
発
表

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
10
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
友
愛
活
動
に
つ
い
て
討

議
を
行
い
、
最
後
は
各
グ
ル
ー
プ
で

発
表
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

「仲間を支える」原点に返り
110人が意見交換

在宅福祉を支える
友愛活動県内交流会

広
め
よ
う
！
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

健
康
増
進
の
原
動
力
に

　平成 29 年度の全国老人ク
ラブ連合会の 100 万人会員増
強運動の取り組みにおいて、
東高木３区長生会が 19 人加
入し、前年度より 14 人の増
加に成功した功績が認められ、
2018 特別賞を受賞しました。

100 万人会員増強運動
東高木３区長生会が特別賞

　このたび佐賀市老連は、老人クラブ保険加入に
おいて前年度（平成 28 年度）と比較し高い加入
実績（５万円以上の契約増）であったため、公益
財団法人全国老人クラブ連合会指定代理店の有限
会社シニアサービス社より感謝状が贈呈されまし
た。全国では 51 市区町老連に贈呈され、佐賀県
内では有田町老連と佐賀市老連の２団体でした。

前年度比契約数増で感謝状
平成30年度老人クラブ保険契約書実績

紀水苑で笑顔の交流

友愛活動のあり方を討議

スポーツ吹き矢

スカットボール
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校

区

活

動

紹

介

　
10
月
31
日（
水
）～
11
月
４
日（
日
）

に
開
催
さ
れ
た
バ
ル
ー
ン
大
会
の
期

間
中
、
嘉
瀬
川
防
災
セ
ン
タ
ー
で
恒

例
の
「
嘉
瀬
か
か
し
ま
つ
り
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

嘉
瀬
校
区
の
各
種
団
体
が
知
恵
を

絞
っ
て
作
っ
た
か
か
し
１
２
０
体
が

飾
ら
れ
、
訪
れ
た
方
を
楽
し
ま
せ
ま

し
た
。
嘉
瀬
校
区
老
連
か
ら
も
単
位

ク
ラ
ブ
ご
と
に
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合

い
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
か
か
し
が
完

成
。
展
示
期
間
終
了
後
は
、
嘉
瀬
校

区
自
治
会
内
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
9
月
18
日
（
火
）、
佐
賀
南
署
に
お

い
て
高
齢
者
約
40
人
を
対
象
と
し
た

交
通
安
全
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
賀
市
老
連
で
は
今
年
度
、
本
庄

校
区
老
連
を
交
通
安
全
モ
デ
ル
地
区

に
指
定
し
て
お
り
、
校
区
で
は
、
各

種
交
通
安
全
指
導
教
室
が
開
催
さ
れ

　

９
月
28
日
（
金
）、
諸
富
文
化
体

育
館
ハ
ー
ト
フ
ル
に
お
い
て
、
第
25

回
諸
富
町
老
人
ク
ラ
ブ
大
運
動
会
を

開
催
し
、
約
7
0
0
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

洗
濯
物
干

し
や
、
田
植

え
の
動
作
な

ど
を
盛
り
込

ん
だ
ユ
ニ
ー

ク
な
競
技
が

あ
り
、
会
員

た
ち
は
互
い

に
交
流
を
深

め
つ
つ
、
元

気
い
っ
ぱ
い

に
体
を
動
か
し
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
楽

し
み
ま
し
た
。

本
庄
校
区

高
齢
者
交
通
安
全
教
室

事
故
に
遭
わ
な
い
、起
こ
さ
な
い

諸
富
町
老
連

み
ん
な
が
ハ
ッ
ス
ル
大
運
動
会

ユ
ニ
ー
ク
な
競
技
に
熱
中

嘉瀬校区

あなたはどれが好き？
120体展示、かかしまつり

　

10
月
24
日
（
水
）、
佐
賀
市
民

運
動
広
場
で
佐
賀
県
老
連
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

佐
賀
県
内
20
の
市
町
老
連
よ
り

3
3
6
人
が
参
加
し
、
佐
賀
市

老
連
か
ら
は
56
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

９
月
13
日
の
佐
賀
市
老
連
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
で
上
位
８

チ
ー
ム
と
な
っ
た
「
神
野
・
金
立
・

諸
富
・
西
川
副
・
北
川
副
・
兵
庫
・

　

10
月
17
日
（
水
）、
鹿
島
市
民

交
流
プ
ラ
ザ
か
た
ら
い
で
、
16

チ
ー
ム
が
参
加
し
て
佐
賀
県
老
連 

囲
碁
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
賀
市
老
連
か
ら
は
、
野
口
義

也
氏
、小
柳
一
三
氏
、仁
位
勝
弘
氏
、

古
賀
弘
彦
氏
、
夏
秋
博
隆
氏
の
５

人
が
参
加
し
、
盤
上
の
真
剣
勝
負

囲
碁
大
会

グラウンド・ゴルフ大会 佐
賀
市
老
連
が

2
年
ぶ
り
の
優
勝

佐賀市老連が健闘
代表 4 人が入賞果たす

佐
賀
県
老
連
　
大
会
報
告

循
誘
・
大
和
」
よ
り
各
７
人
の
56

人
が
個
人
戦
で
出
場
し
、
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
、
C
パ
ー
ト
で

兵
庫
校
区
老
連
の
中
村
進
氏
が
準

優
勝
に
輝
き
、
Ｂ
パ
ー
ト
で
は
兵

庫
校
区
老
連
の
古
賀
勝
邦
氏
が
35

打
で
第
７
位
、
同
じ
く
兵
庫
校
区

老
連
の
北
村
久
子
氏
が
35
打
で
第

10
位
。
Ｃ
パ
ー
ト
で
は
諸
富
町
老

連
の
古
川
征
次
氏
が
第
５
位
と
、

4
人
の
方
が
10
位
以
内
に
入
賞
を

果
た
し
ま
し
た
。

　

次
回
は
さ

ら
に
多
く
の

方
が
実
力
を

発
揮
し
、
入

賞
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。

て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
歩

行
、
自
転
車
、
自

動
車
の
3
種
類

の
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
ー
を
体
験
す

る
こ
と
で
「
事

故
を
起
こ
さ
な

い
、
事
故
に
遭
わ
な
い
」
た
め
の
コ

ツ
を
学
び
ま
し
た
。

を
繰
り
広
げ
る
な
か
、
見
事
２
年

ぶ
り
に
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

優　
勝　
佐
賀
市
老
連

準
優
勝　
み
や
き
町
老
連

第
3
位　
鹿
島
市
老
連
Ｃ
チ
ー
ム緊張感漂う対局の様子

洗濯物干しに挑戦

ユーモアあふれるかかしがズラリ



平成31年2月（7）第96号 佐 賀 市 老 連

大詫間校区老連 ふるさと（手話）
西川副校区老連 西郷どん

久保泉校区老連 真っ赤な太陽
南川副校区老連 ボケない音頭

　

10
月
16
日
（
火
）
に
市
文
化
会
館

で
開
催
し
た
第
13
回
佐
賀
市
老
人
ク

ラ
ブ
大
会
で
は
、
お
楽
し
み
の
演
芸

大
会
を
行
い
ま
し
た
。
毎
年
華
や
か

な
芸
が
披
露
さ
れ
る
こ
の
演
芸
大
会

で
す
が
、
今
回
は
29
団
体
の
発
表
が

あ
り
ま
し
た
。
演
目
は
コ
ー
ラ
ス
、

レ
ク
ダ
ン
ス
、
日
舞
、
銭
太
鼓
、
合

唱
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
で
し
た
。

中
に
は
出
演
者
60
名
と
大
人
数
で
参

加
し
た
校
区
も
あ
り
、
出
演
者
一
丸

と
な
っ
て
披
露
し
た
数
々
の
納
得
の

演
芸
に
観
衆
も
激
励
の
拍
手
で
大
会

を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
た
め
に
、
参
加
さ
れ
た

皆
さ
ん
で
猛
特
訓
し
た
こ
と
で
、
メ

ン
バ
ー
同
士
の
連
帯
感
も
さ
ら
に
強

く
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
連
帯
の
輪
を
、
佐
賀
市
老
連
の

こ
れ
か
ら
の
活
動
に
役
立
て
て
く
だ

さ
い
。

平成30年度

第13回
佐賀市老人クラブ大会
華添える躍動の演技

主
役
は
私
た
ち
！

29
団
体
が
踏
ん
だ
桧
舞
台

諸富町老連 江藤新平

中川副校区老連 松の木小唄・くちなしの花

大詫間校区老連 ふるさと（手話）

ほほえみ館カラオケ愛好会 青い山脈・上を向いて歩こう

東与賀町老連 ああ、江藤新平

西与賀校区老連 安来節

赤松校区老連 アフリリ



平成31年2月 第96号（8）佐 賀 市 老 連

神野校区老連 山小舎の灯・琵琶湖周航の歌

鍋島校区老連 佐賀さがそう

蓮池校区老連 蓮池長寿会の歌・月の砂漠

本庄校区老連 野に咲く花のように

巨勢校区老連 青い山脈・高原列車は行く

若楠校区老連 めだかの学校・里の秋

新栄校区老連 月の砂漠・高原列車は行く

勧興校区老連 東京カンカン娘

金立校区老連 東京音頭 富士町老連 五郎太鼓（銭太鼓）

大和町老連 麦畑（銭太鼓）
兵庫校区老連 比叡の風

歌
っ
て
満
足
、踊
っ
て
満
足

　

こ
の
刺
激
が
感
動
に



平成31年2月（9）第96号 佐 賀 市 老 連

三瀬村老連 西郷隆盛久保田町老連 初恋のポルカ市老連女性部 いきいきクラブ体操

北川副校区老連 これから小唄

循誘校区老連 葉隠れ武士

嘉瀬校区老連 甚八音頭

高木瀬校区老連 きよしのズンドコ節

老
人
ク
ラ
ブ
は
楽
し
か
バ
イ
！

佐
賀
新
聞
で
活
動
P
R

県内４地区の老人クラブが活動を紹介

　老人クラブの活動を県民の皆さんにもっと知ってもらう
ため、佐賀県老人クラブ連合会では、平成30年度の新規
事業として、このたび佐賀新聞の１面に特色のある老人ク
ラブの活動を掲載しました。

　佐賀市老連からは、西川副校区老連の子育て支援につい
て、唐津市老連は志道場内老人クラブの環境保全事業、多
久市老連は洋々クラブの地域環境美化事業、鹿島市老連で
は鹿島市老連の振り込め詐欺防止活動事業をPRしました。
佐賀県内の一般の方に老人クラブの魅力的な活動について
知ってもらい、加入促進につながることを期待しています。

佐賀市

多久市

鹿島市

唐津市



佐 賀 市 老 連平成31年2月 第96号（10）

私
た
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ

　

佐
賀
市
老
連
会
員
の
皆
様
、
明
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成

最
後
の
「
市
老
連
だ
よ
り
」
に
投
稿
で

き
る
こ
と
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
嘉
瀬
町
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
（
嘉
老
連
）
が
現
在
取
り
組
ん
で

い
る
事
業
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

嘉
老
連
に
は
２
つ
の
大
き
な
イ
ベ
ン

ト
が
あ
り
ま
す
。
１
つ
は
春
に
「
嘉
瀬

町
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
と
あ
と
１
つ
は

秋
に
開
催
す
る
「
嘉
老
連
大
会
」
で
す
。

そ
れ
と
年
間
を
通
じ
て
実
施
し
て
い
る

事
業
と
し
て
「
子
ど
も
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
（
ス
ズ
メ
サ
ロ
ン
）」
と
「
フ
ラ
ワ
ー

ロ
ー
ド
」
の
管
理
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
に
つ
い
て
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

嘉
瀬
町
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

　

平
成
23
年
に
嘉
老
連

と
嘉
瀬
体
協
が
連
携
し
、

高
齢
者
の
た
め
の
体
育

大
会
を
計
画
し
て
始
ま

る
と
同
時
に
佐
賀
市
高

齢
者
体
育
大
会
が
地
方

分
散
開
催
と
な
り
、
老

人
ク
ラ
ブ
だ
け
で
な
く

嘉
瀬
町
全
体
の
高
齢
者

の
た
め
の
大
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｒ
の
チ
ラ
シ
は
自
治
会
を
通
じ
て

全
戸
に
配
布
。
参
加
者
の
と
り
ま
と
め

等
は
公
民
館
の
役
員
の
方
、
参
加
賞
や

賞
品
の
係
は
女
性
ネ
ッ
ト
の
皆
さ
ん
、

そ
し
て
、
ゲ
ー
ム
の
進
行
採
点
は
小
学

生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
っ
た
具
合
で

年
々
参
加
者
も
増
え
喜
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
様
子
は
「
市
老
連
だ
よ
り
」
の
前

号
に
掲
載
さ
れ
紹
介
し
て
頂
き
ま
し
た

の
で
ご
覧
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

嘉
老
連
大
会

　

も
う
１
つ
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
、
大

会
の
趣
旨
は
会
員
が
一
堂
に
集
い
、
互

い
に
心
身
の
健
康
を
喜
び
、
生
き
る
力

の
源
と
な
る
人
と
人
の
繋
が
り
の
大
切

さ
を
再
認
識
し
、
一
人
ひ
と
り
が
安
堵

で
き
る
「
暮
ら
し
の
縁
」
を
つ
く
り
あ

げ
る
大
会
と
す
る
こ
と
で
す
。

　

平
成
30
年
度
の
大
会
は
10
月
14
日

（
日
）
に
嘉
瀬
小
学
校
体
育
館
で
開
催

し
ま
し
た
。
８
時
30
分
に
は
各
単
位
ク

ラ
ブ
の
会
長
が
集
合
し
て
会
場
づ
く

り
、
10
時
の
受
付
時
に
は
会
員
の
皆
様

も
三
三
五
五
集
ま
り
、
開
式
時
に
は

２
４
０
人
の
会
員
と
各
種
団
体
か
ら
来

賓
16
人
の
参
加
を
得
て
盛
大
に
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
大
会
の
特
徴
は
会
員
皆

で
長
寿
者
を
祝
い
白
寿

（
99
歳
）、
米
寿
（
88
歳
）

を
迎
え
た
方
に
祝
い
金
を

贈
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
は
米
寿
の
方
が

14
人
で
し
た
が
今
年
は
白

寿
の
方
が
６
人
、
米
寿
の

方
が
27
人
と
長
寿
社
会
を

裏
付
け
る
形
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
は
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
「
に
わ
か
」
や
「
一
人
芝
居
」
を
楽

し
み
、
12
時
に
は
嘉
老
連
で
準
備
し
た

弁
当
を
食
べ
、
午
後
は
各
町
区
の
会
員

に
よ
る
踊
り
や
合
唱
、
そ
し
て
単
位
ク

ラ
ブ
で
取
り
組
ん
で
い
る
健
康
体
操
を

披
露
す
る
等
、
会
員
の
交
流
も
図
る
こ

と
が
で
き
て
楽
し
く
終
了
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

子
ど
も
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

（
ス
ズ
メ
サ
ロ
ン
）

　

ス
ズ
メ
サ
ロ
ン
は
平
成
22
年
か
ら
取

り
組
ん
で
い
る
も
の
で
、
今
年
で
９
年

二
大
イ
ベ
ン
ト
で

盛
り
上
が
る
嘉
瀬
校
区
老
連

嘉瀬校区老連
会　長
本多　恒光

嘉　瀬

に
な
り
ま
す
。
会
員
の
給
食
費
を
予
算

化
し
、
年
度
始
め
に
春
休
み
、
夏
休
み
、

冬
休
み
お
よ
び
学
校
事
業
の
多
忙
な
時

期
を
除
く
年
間
30
回
を
各
町
区
の
老
人

ク
ラ
ブ
が
輪
番
で
子
ど
も
た
ち
と
給
食

を
食
べ
な
が
ら
楽
し
く
交
流
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、コ
ミ
ュ
テ
ィ
ー

ル
ー
ム
で
の
会
員
相
互
の
語
ら
い
も
楽

し
い
時
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
の
花
植
え
、

除
草
作
業

　

嘉
瀬
小
学
校
の
南
か
ら
森
林
公
園
の

南
を
東
西
に
走
る
市
道
４
５
０
㍍
の
道

　

私
た
ち
の
住
む
久
保
泉
町
は
北
に
筑

紫
山
系
が
東
西
に
の
び
る
南
麓
に
位
置

し
、
集
落
の
北
端
は
清
流
巨
勢
川
の
源

流
と
な
っ
て
い
て
町
の
ほ
ぼ
中
央
を
流

れ
下
っ
て
お
り
ま
す
。
山
上
か
ら
は
佐

賀
平
野
、有
明
海
の
向
こ
う
に
は
雲
仙
岳
、

多
良
岳
も
遠
望
で
き
て
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
久
保
泉

町
に
は
国
の
天
然
記
念
物
の
「
え
ひ
め

あ
や
め
」
の
自
生
地
と
し
て
も
知
ら
れ
、

春
の
開
花
期
は「
え
ひ
め
あ
や
め
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
多
く
の
人
々
が
訪
れ
て
い

ま
す
。
久
保
泉
長
寿
会
は
こ
う
い
う
環

境
の
下
、
平
成
30
年
も
同
じ
11
ク
ラ
ブ

で
３
０
０
人
の
会
員
で
ス
タ
ー
ト
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
減
員
が
予
想
さ

れ
た
中
で
前
年
と
同
じ
会
員
の
確
保
が

で
き
た
の
は
活
動
の
成
果
と
各
ク
ラ
ブ

会
長
と
自
治
会
協
議
会
の
協
力
の
お
か

げ
だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
一
層
の

ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
私
た
ち
老
人
ク
ラ
ブ
が
目
指

す
三
大
運
動
の
「
健
康
」「
友
愛
」「
奉
仕
」

は
ど
れ
も
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。
高
齢
化

す
る
社
会
で
い
か
に
元
気
で
長
生
き
で

き
る
か
、
そ
し
て
周
り
が
い
か
に
支
え

る
か
、
会
員
同
士
で
し
っ
か
り
ス
ク
ラ

ム
を
組
み
人
生
百
歳
を
迎
え
る
か
、
長

寿
社
会
活
動
の
中
で
一
人
ひ
と
り
が
考

え
る
時
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
健
康
に

つ
い
て
は
、
ク
ラ
ブ
の
中
の
活
動
に
つ

い
て
創
意
工
夫
し
て
色
々
な
こ
と
を
実

践
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
講
師
を
招
い

て
の
講
座
、
室
内
で
の
軽
体
操
や
一
人

で
家
に
引
き
こ
も
ら
な
い
よ
う
会
合
に

出
席
す
る
こ
と
を
苦
に
し
な
い
こ
と
の

雰
囲
気
作
り
等
に
よ
っ
て
、皆
で
楽
し
い
、

健
康
で
長
生
き
の
で
き
る
長
寿
会
で
あ

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

友
愛
・
奉
仕
活
動
に
つ
い
て
は
、
年

間
を
通
し
て
小
学
校
の
各
学
期
始
業
式
・

終
業
式
の
日
に
久
保
泉
小
の
校
門
前
や

主
要
交
差
点
で
の
あ
い
さ
つ
声
か
け
交

通
見
守
り
、
青
パ
ト
に
よ
る
巡
回
（
子
ど

も
見
守
り
隊
）
活
動
、
え
ひ
め
あ
や
め
保

全
活
動
、
ま
ち
協
行
事
参
加
等
に
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
長
寿
会
自
体
の
年
度
計
画

と
し
て
は
、
町
内
に
６
カ
所
の
施
設
が

あ
り
、
毎
年
６
、７
月
に
会
員
（
組
分
け

に
よ
り
一
日
一
施
設
）
本
部
役
員
は
ほ

ぼ
全
て
訪
問
し
入
所
し
て
い
る
方
々
と

の
交
流
会
を
実
施
し
ま
す
。「
七
夕
」
の

作
成
、
取
り
付
け
や
カ
ラ
オ
ケ
、
舞
踊

等
で
の
交
流
を
図
り
ま
す
。
施
設
側
も

訪
問
を
歓
迎
し
て
く
れ
る
の
で
、
長
く

続
け
て
い
ま
す
。

　
小
学
校
低
学
年
（
１
、２
年
生
）
対
象

の
昔
遊
び
も
長
く
続
い
て
い
ま
す
。
こ

の
次
は
平
成
31
年
１
月
28
日
で
学
校
側

と
調
整
し
て
い
ま
す
。
種
目
は
全
部
で

８
種
目
、
体
育
館
内
５
種
目
（
メ
ン
コ
、

昔
遊
び
を
通
じ
て

子
ど
も
た
ち
と
楽
し
く
交
流

久保泉校区老連
会　長
山口　保馬

久保泉

路
沿
い
に
春
と
秋
の
植
え
付
け
と
毎
月

の
除
草
作
業
を
４
月
～
10
月
は
７
時
か

ら
、
11
月
～
３
月
ま
で
は
８
時
か
ら
３

つ
の
町
区
の
ク
ラ
ブ
を
１
組
に
し
て
３

つ
の
組
を
編
成
し
輪
番
で
実
施
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
ク
ラ
ブ
と
も
連

携
し
８
月
に
は
子
ど
も
た
ち
と
コ
ス
モ

ス
の
種
ま
き
、
12
月
に
は
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
の
植
え
付
け
を
行
っ
て
い
る
。

　

以
上
、
嘉
老
連
で
取
り
組
ん
で
い
る

4
つ
の
主
要
事
業
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
今
後
も
頑
張
っ
て
続

け
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。



佐 賀 市 老 連 平成31年2月（11）第96号

私
た
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ

羽
根
つ
き
、お
は
じ
き
、お
手
玉
、ケ
ン
玉
）

屋
外
３
種
目
（
こ
ま
回
し
、
竹
馬
、
凧

揚
げ
）
を
先
生
の
合
図
で
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
。
概
ね
10
分
位
で
１
種
目
終
了
で
す
。

人
気
が
あ
る
の
は
こ
ま
回
し
、
竹
馬
で

す
。
子
ど
も
た
ち
の
一
番
嬉
々
と
し
た

顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
時
で
す
。
１

年
生
の
子
ど
も
は「
来
年
も
必
ず
来
て
ね
」

と
言
い
「
来
る
よ
」
と
返
事
を
す
る
と

次
の
遊
び
に
向
か
っ
て
走
り
出
し
ま
す
。

　

今
の
子
ど
も
は
ゲ
ー
ム
遊
び
が
主
で

あ
り
、
長
寿
会
で
昔
遊
び
を
体
験
さ
せ

て
や
ら
な
い
と
一
生
で
き
な
い
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ず
っ

と
続
け
て
子
ど
も
た
ち
の
思
い
出
づ
く

り
に
一
役
買
っ
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま

す
。
終
了
後
は
１
、２
年
に
分
か
れ
て
昼

食
を
共
に
し
て
終
了
し
ま
す
。
し
ば
ら

１ 

我
が
新
栄
校
区
老
連
の
現
況

　

新
栄
校
区
は
旧
佐
賀
市
内
の
西
部
に

位
置
し
、
新
栄
小
学
校
、
佐
賀
北
高
等

学
校
、
佐
賀
工
業
高
等
学
校
が
所
在
す

る
文
教
の
町
で
あ
る
。
人
口
７
１
９
５

人
、
高
齢
化
率
は
26
・
２
％
。
単
位
ク

ラ
ブ
は
６
ク
ラ
ブ
、
会
員
数
３
０
３
人

で
構
成
し
、
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
加
入
率

は
16
・
５
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２ 

老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
期
待

　

新
栄
校
区
で
も
、
少
子
高
齢
化
・
核

家
族
化
の
進
行
で
、
一
人
暮
ら
し
や
高

齢
者
夫
婦
の
み
の
世
帯
が
増
加
す
る
中

で
、
地
域
の
絆
も
徐
々
に
薄
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
は
、
こ
れ
ま
で

住
み
慣
れ
た
地

域
で
多
く
の
仲

間
た
ち
と
共
に

支
え
合
い
、
励

ま
し
合
い
な
が

ら
健
康
づ
く
り

と
生
き
が
い
づ

く
り
を
進
め
て

い
ま
す
が
、
社
会
の
大
き
な
変
化
の
中

で
、
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
期
待
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

３ 

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動

　
私
た
ち
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
「
健

康
・
友
愛
・
奉
仕
」
を
三
本
柱
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
が
、
本
年
度
は
会
員

増
強
運
動
の
最
終
年
度
と
あ
っ
て
、
日

頃
の
加
入
促
進
活
動
に
加
え
て
、
去
る

９
月
９
日
に
校
区
自
治
会
長
会
議
に
正

副
会
長
が
出
向
い
て
老
人
ク
ラ
ブ
活
動

の
現
状
を
説
明
し
、
未
加
入
者
へ
の
加

入
促
進
を
強
く
要
請
し
、
協
力
を
訴
え

ま
し
た
。

30
年
度
の
主
な
活
動
と
し
て

①
老
人
会
員
愛
好
会
に
よ
る
月
２
回
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
練
習
試
合
（
毎

月
約
30
人
参
加
）。

②
老
人
会
員
親
睦
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
大
会
の
開
催
（
９
月
16
日
、
参
加

者
約
80
人
）。

③
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
（
10

月
21
日
、
１
２
０
人
参
加
）。

④
年
２
回
の
親
睦
旅
行
の
実
施
。

⑤
教
養
講
座
の
開
催
（
12
月
１
日
、
60

人
参
加
）。

⑥
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ヘ
ル
パ
ー
に
よ
る
一

人
暮
ら
し
会
員
宅
へ
の
訪
問
、
安
否

確
認
。

⑦
「
社
会
奉
仕
の
日
」
清
掃
活
動
の
実

施
（
９
月
９
日
、

69
人
参
加
）。

⑧
交
通
安
全
運
動

期
間
初
日
の
立

ち
番
、
見
守
り
。

　

そ
の
内
で
も
、

親
睦
旅
行
や
ス

ポ
ー
ツ
活
動
は
、

仲
間
づ
く
り
や
健

康
づ
く
り
、
さ
ら

に
は
、
生
き
甲
斐

づ
く
り
に
大
き
く

寄
与
し
て
い
ま
す
。

　

教
養
講
座
は
、
講
師
に
地
元
の
民
俗

学
会
員
の
先
生
を
招
い
て
、
シ
リ
ー
ズ

で「
郷
土
の
歴
史・文
化
」に
つ
い
て
学
び
、

地
域
へ
の
関
心
・
愛
着
を
持
っ
て
い
た

だ
く
良
い
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
社
会
奉
仕
の
日
」
清
掃
活
動
は
、
小

学
５
、６
年
生
24
人
の
通
学
合
宿
参
加
の

子
ど
も
た
ち
と
爺
ち
ゃ
ん
、
婆
ち
ゃ
ん

と
の
合
同
清
掃
活
動
を
行
い
、
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
リ
サ
イ
ク
ル
、
環
境
問

題
を
学
ぶ
貴
重
な
機
会
に
な
っ
て
い
ま

す
。

４ 

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
へ
の
参
加

　

当
連
合
会
で
は
、
新
栄
校
区
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
の
一
員
と
し
て
、
各
種
団

体
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
事
業
を
進
め

て
お
り
、
そ
の
う
ち
で
も
、

①
新
栄
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
（
６
月
24
日

開
催
、
参
加
者
１
３
０
人
）
は
対
象

者
が
「
60
歳
以
上
の
高
齢
者
」
で
、

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と
共
通
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ

活
動
通
じ
て
目
指
そ
う
！

 

安
全
・
安
心
の
町
づ
く
り

新栄校区老連
会　長
横尾　通正

新　栄

の
二
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し
て

い
ま
す
。

②
親
子
ふ
れ
あ
い
新
栄
夏
祭
り
（
７
月

28
日
開
催
）
は
、「
昔
遊
び
」
の
お
手

玉
、
竹
ト
ン
ボ
飛
ば
し
、
輪
投
げ
等

に
、
幼
児
か
ら
小
・
中
学
生
や
保
護

者
ま
で
約
１
３
０
人
が
昔
遊
び
に
興

じ
、
楽
し
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

③
新
栄
校
区
民
大
バ
ザ
ー
（
２
月
開
催

予
定
）
に
は
、
手
作
り
の
漬
物
の
販

売
を
行
っ
て
お
り
、
大
根
の
栽
培
か

ら
漬
物
に
す
る
ま
で
老
人
ク
ラ
ブ
の

会
員
が
手
間
暇
か
け
て
の
手
作
り
で
、

当
日
は
開
館
早
々
完
売
す
る
好
評
で
、

そ
の
収
益
金
は
夏
祭
り
、
新
１
年
生

の
防
犯
ブ
ザ
ー
の
贈
呈
な
ど
に
使
わ

れ
て
い
ま
す
。

５ 

そ
の
他

　

昨
年
、
南
警
察
署
か
ら
新
栄
校
区
老

連
が
「
高
齢
者
交
通
安
全
モ
デ
ル
地
区
」

に
指
定
さ
れ
、
こ
れ
を
機
会
に
、
交
通

安
全
シ
ュ
ミ
レ
ー
タ
ー
に
よ
る
体
験
学

習
会
や
交
通
安
全
教
育
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
、
多
く
の
高
齢

者
に
参
加
し
て
頂
き
、
南
警
察
署
長
か

ら
表
彰
状
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
、
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
交
通

安
全
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

６ 

今
後
の
決
意

　

新
栄
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、

単
位
ク
ラ
ブ
と
共
に
「
の
ば
そ
う
！ 

健

康
寿
命
、
担
お
う
！ 

地
域
づ
く
り
を
」

を
合
言
葉
に
、
住
み
良
い
安
全
・
安
心

の
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
老
人
ク
ラ
ブ

会
員
一
同
、
さ
ら
に
努
力
い
た
し
ま
す
。 

く
し
て
校
長
先
生
が
子
ど
も
た
ち
の
書

い
た
感
想
文
と
画
用
紙
に
絵
を
書
い
て

持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ど
の

子
ど
も
も
「
ち
ょ
う
じ
ゅ
か
い
の
お
じ

い
ち
ゃ
ん
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、げ
ん
き
で
」

と
書
い
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ヘ
ル
パ
ー
の
方
々
の
高
齢
者
一
人
暮

ら
し
安
否
確
認
等
と
９
月
に
行
う
社
会

奉
仕
の
日
活
動
も
長
寿
会
活
動
と
し
て

年
度
計
画
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
頑
張
れ
、
久
保
泉

　
「
昭
和
青
年
、
昭
和
女
子
」。
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私
た
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ

「
大
運
動
会
」で

　
　
　
　
親
睦
深
め
合
う

諸富町老連
会　長
柿内　紀大

諸　富
　

諸
富
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、
旧

佐
賀
市
の
南
東
部
に
位
置
し
、
24
ク
ラ

ブ
の
男
性
６
２
３
人
、
女
性
７
８
４
人
、

会
員
総
数
１
４
０
７
人
で
構
成
し
て
い

ま
す
。
諸
富
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
規

約
に
は
、
佐
賀
市
諸
富
地
区
内
の
老
人

ク
ラ
ブ
の
普
及
発
展
を
図
る
と
と
も
に

広
く
社
会
福
祉
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
諸
富
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
で
は
、
そ
の
趣
旨
に
基
づ
い
て
年
間

計
画
を
作
り
、
会
員
の
皆
様
の
お
知
恵

や
協
力
を
受
け
な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
活

動
・
文
化
活
動
・
奉
仕
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
今
後
改
善
す
べ
き
と
こ

ろ
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
一

端
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第
25
回 

諸
富
町
老
連
大
運
動
会

　

秋
空
の
晴
れ
わ
た
る
平
成
30
年
９
月

28
日
、
佐
賀
市
立
諸
富
文
化
体
育
館

（
ハ
ー
ト
フ
ル
）
に
は
、
た
く
さ
ん
の

来
賓
の
方
々
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
各
地

区
よ
り
約
７
０
０
人
の
会
員
皆
様
が
参

加
さ
れ
て
、
盛
大
に
運
動
会
を
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
諸
富
町
老
人
ク
ラ
ブ
大
運
動
会
」

は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
老
人
ク
ラ
ブ

の
会
員
が
交
流
し
、
生
き
が
い
や
健
康

づ
く
り
に
つ
な
げ
、
地
区
の
皆
さ
ん
と

親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
大
き
な
目
標
で

す
。

　

健
康
づ
く
り
の
三
本
柱
と
し
て
は
、

栄
養
・
休
養
・
運
動
の
３
つ
が
あ
り
ま

す
が
、
特
に
健
康
増
進
の
た
め
に
は

適
当
な
運
動
が
一
番
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
を
実
践
す
る
た
め
に
歩

く
・
走
る
・
投
げ
る
・
踊
る
等
の
運
動

を
競
技
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
８
種
目
の
競
技
と
婦
人
部
の
皆
様

に
よ
る
マ
ス
ゲ
ー
ム
（
集
団
演
技
）
を

実
施
し
ま
し
た
。
ス
タ
ー
ト
の
合
図
と

共
に
、
体
育
館
に
は
大
き
な
歓
声
が
上

が
り
、
参
加
さ
れ
た
皆
様
は
青
春
時
代

に
戻
っ
て
、
腹
の
底
か
ら
笑
い
、
身
も

心
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
、
私
た
ち
は
諸
富
文
化
体

育
館
と
い
う
立
派
な
建
物
の
中
で
、
大

変
恵
ま
れ
て
運
動
会
を
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
は
じ
め
に
計
画
さ
れ

た
先
輩
の
方
々
の
ご
苦
労
は
大
変
な
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
と
推
察
い
た
し
ま

す
。
今
の
会
場
で
あ
る
諸
富
文
化
体
育

館
は
雨
が
降
っ
て
も
予
定
通
り
実
施
で

き
ま
す
が
、
は
じ
め
の
頃
の
運
動
会
は

諸
富
公
園
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
実
施
さ
れ

て
い
た
た
め
、
雨
天
の
時
は
中
止
せ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

長
年
、
諸
富
町
老
連
の
事
務
局
に
勤

め
て
お
ら
れ
た
嶋
村
直
子
さ
ん
に
お
尋

ね
し
ま
し
た
が
、
天
気
の
時
で
も
テ
ン

ト
張
り
か
ら
会
場
作
り
、
放
送
器
具
の

準
備
ま
で
、
大
変
な
苦
労
が
あ
っ
た
そ

う
で
す
。
ま
た
、
競
技
の
た
め
の
用
具

に
お
い
て
も
、
ま
っ
た
く
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
性
を
出
す
た
め
、
創
意
工
夫
を
重
ね

ら
れ
ま
し
た
。

　

一
例
を
挙
げ
ま
す
と
、
地
区
対
抗
田

植
え
リ
レ
ー
の
用
具
に
お
い
て
も
、
選

手
の
皆
さ
ん
が
腰
を
痛
め
な
い
よ
う

に
、
牛
乳
瓶
と
割
り
箸
の
大
き
さ
を
計

算
し
て
今
の
大
き
さ
に
工
夫
さ
れ
ま
し

た
。
８
種
類
の
競
技
用
具
は
、
ど
れ
を

と
り
ま
し
て
も
キ
ラ
ッ
と
光
る
工
夫
の

跡
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

先
輩
の
方
々
は
運
動
会
を
平
成
６
年

に
ス
タ
ー
ト
さ
れ
、
３
年
間
は
諸
富
公

園
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
天
候
や
け
が
な
ど
へ
の

配
慮
か
ら
公
民
館
や
体
育
館
、
続
い
て

諸
富
文
化
体
育
館
へ
と
変
更
さ
れ
、
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
区
切
り
の
第
25
回
目
の
大

運
動
会
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
ま
で

に
至
る
間
、
各
地
区
の
会
長
さ
ん
を
は

じ
め
、
役
員
の
皆
様
、
女
性
部
の
皆
様

方
に
と
っ
て
す
べ
て
を
準
備
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
運
動
会
で
の
司

会
、
ラ
ジ
オ
体
操
、
競
技
の
進
行
な
ど

全
て
、
会
員
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
運

動
会
を
実
施
す
る
に
当
た
り
、
そ
の
経

費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
内
の
皆
様

か
ら
協
賛
し
て
頂
き
ま
し
た
寄
付
金
に

よ
っ
て
賄
っ
て
い
ま
す
。
賞
品
や
用
具

の
購
入
等
、
大
切
に
使
用
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

運
動
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
次
の
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

①
お
と
さ
な
い
で
ね
（
50
人
）、
②
マ

ス
ゲ
ー
ム
（
２
３
０
人
）、
③
大
漁
ぶ

し
（
１
４
０
人
）、
④
お
手
玉
拾
い

（
50
人
）、
⑤
き
ょ
う
は
天
気
（
95
人
）、

⑥
す
て
き
な
カ
ー
ド
（
２
３
０
人
）、

六
十
路
会
の
今
昔
と

　
　
　
主
な
行
事
に
つ
い
て

富士町老連
六十路会
会　長
古川　一男

富　士◎
六
十
路
会
に
入
会

　

60
代
半
ば
を
よ
う
や
く
過
ぎ
、
会
社

を
定
年
退
職
し
て
関
連
会
社
へ
就
い
た

ば
か
り
の
血
気
盛
ん
な
頃
「
65
歳
に
な
っ

た
な
ら
老
人
ク
ラ
ブ
に
入
ら
ん
ば
」
と

単
位
ク
ラ
ブ
の
会
長
さ
ん
か
ら
言
わ
れ

「
ま
だ
早
か
け
ん
そ
の
内
入
る
」
と
返
事

し
た
の
に
、
春
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
総
会

に
は
正
式
に
案
内
状
が
き
て
、
我
ら
同

級
生
の
男
性
６
人
同
時
に
、
否
応
な
く

入
会
さ
せ
ら
れ
た
。

　

当
時
私
は
ま
だ
勤
め
て
い
た
の
で
老

人
ク
ラ
ブ
な
ん
て
考
え
た
こ
と
も
な

か
っ
た
。
仲
間
も
皆
、
気
乗
り
し
な
い

ま
ま
、
大
し
た
反
対
も
な
く
入
会
さ
せ

ら
れ
た
感
じ
だ
っ
た
。
そ
の
時
の
会
長

さ
ん
は
町
の
助
役
を
定
年
退
職
し
て
か

ら
六
十
路
会
の
会
長
に
な
り
、
尊
敬
さ

れ
る
人
格
者
で
、
地
域
の
指
導
的
立
場

の
人
だ
っ
た
。

◎
六
十
路
会
会
長

　

歴
代
会
長
は
人
格
識
見
と
も
に
優
秀

で
誰
か
ら
も
尊
敬

さ
れ
る
人
ば
か

り
。
現
会
長
は
す

べ
て
歴
代
会
長
に

及
ば
な
い
が
、
た

だ
車
の
運
転
と
パ

ソ
コ
ン
が
で
き
る

こ
と
で
会
長
に
選

出
さ
れ
た
と
思
う
。

◎
六
十
路
会
規
約

　

ど
こ
に
も
あ
る
よ
う
な
規
約
で
、
行

事
面
で
は
毎
月
の
例
会
、
忘
年
会
、
新

年
宴
会
、
花
見
、
日
帰
り
旅
行
、
一
泊

旅
行
。
会
計
面
で
は
会
費
、
慶
弔
。
そ

し
て
役
員
名
等
、
細
か
く
明
記
さ
れ
て

い
た
。
こ
の
規
約
に
従
っ
て
行
事
は
忠

実
に
実
施
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
も
し

時
期
が
遅
れ
で
も
し
た
ら
、
年
配
の
女

性
部
の
会
員
か
ら
「
な
ん
で
決
ま
っ
た

こ
と
せ
ん
ね
」
と
、
や
か
ま
し
く
言
わ

れ
る
と
会
長
さ
ん
が
話
し
て
お
ら
れ
た
。

そ
の
頃
の
六
十
路
会
の
加
入
率
は
90
％

以
上
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
入
院

中
の
人
で
も
弔
辞
を
読
ん
で
も
ら
い
た

い
か
ら
と
言
っ
て
、
家
族
の
人
が
会
費

を
払
っ
て
入
会
さ
せ
て
お
ら
れ
る
人
も

あ
る
半
面
、
友
人
間
で
嫌
わ
れ
て
い
る

人
も
あ
り
、
加
入
に
誘
い
の
か
か
ら
な

い
人
も
あ
っ
た
と
か
聞
い
て
お
る
。　

◎
会　
計

　
年
会
費　
　
　
男
4
0
0
0
円

　
　
　
　
　
　
　
女
3
0
0
0
円

　

長
期
入
院
者　
1
2
0
0
円　
　
　

　
香　
　
典　
　
1
万
円

　
見　
　
舞　
　
1
万
円
打
切

◎
例　
会

　
毎
月
公
民
館
で
の
例
会
。
６
０
０
円
の

弁
当
を
注
文
し
、
個
人
負
担
は
半
額
の

３
０
０
円
、
残
り
は
会
計
負
担
。
当
日

は
近
所
で
誘
い
合
わ
せ
て
お
茶
受
け
等

を
持
ち
寄
っ
て
、
と
て
も
楽
し
そ
う
だ
っ

た
。
当
月
の
誕
生
者
の
紹
介
。
ハ
ッ
ピ
ー

バ
ー
ス
デ
ー
を
歌
っ
て
、
会
長
の
決
ま

り
文
句
の
あ
い
さ
つ
、
行
事
予
定
等
の

報
告
が
あ
り
食
事
会
。
若
者
は
い
つ
も

酒
や
ビ
ー
ル
の
買
い
出
し
や
小
間
使
い
、

戦
後
と
は
い
え
、
ま
だ
そ
の
頃
ま
で
田
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私
た
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ

⑦
田
植
え
リ
レ
ー
（
１
５
２
人
）、
⑧

ペ
ッ
ト
を
釣
ろ
う
（
１
３
０
人
）、
⑨

玉
入
れ
（
２
２
８
人
）

　

今
回
の
運
動
会
は
多
く
の
諸
富
町
老

人
ク
ラ
ブ
会
員
の
皆
様
が
参
加
さ
れ
、

競
技
す
る
人
も
応
援
す
る
人
も
笑
顔
に

溢
れ
、
楽
し
み
な
が
ら
爽
や
か
な
汗
を

流
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
き
ょ
う
は
天
気
」
の
競
技
で
は
ス

タ
ー
ト
後
、
か
ご
か
ら
タ
オ
ル
を
取
り

出
し
、
洗
濯
バ
サ
ミ
の
つ
い
た
棒
に

タ
オ
ル
を
吊
る
し
、
棒
の
周
り
を
回
っ

て
ス
タ
ー
ト
位
置
に
戻
り
次
の
走
者

と
タ
ッ
チ
し
ま
す
。「
田
植
え
リ
レ
ー
」

で
は
、
５
本
の
牛
乳
瓶
を
稲
に
見
立
て

た
割
り
箸
を
入
れ
、
グ
ル
ッ
と
回
っ
て

次
の
走
者
に
渡
し
ま
す
。
見
て
い
る
と

簡
単
そ
う
で

す
が
、
中
に

は
瓶
を
倒
す

人
も
い
て
、

会
場
に
は
大

き
な
笑
い
声

が
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。

ま
た
、
女
性

部
の
皆
様
方
に
よ
る
集
団
演
技
が
と
て

も
綺
麗
で
感
動
的
で
し
た
。
1
等
の
お

米
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の
賞
品
を
用

意
し
ま
し
た
が
、
皆
様
方
は
勝
負
に
こ

だ
わ
る
こ
と
な
く
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
と
し
て
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

第
22
回 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
発
表
会

「
笑
い
は
健
康
と
長
寿
の
源
」

平
成
31
年
２
月
28
日
（
木
）

会
場　
佐
賀
市
諸
富
文
化
体
育
館

　
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
発
表
会
」
は
、

平
成
９
年
度
に
開
催
さ
れ
、
今
年
で
22

回
目
を
迎
え
ま
す
。
当
時
、
町
老
連
女

性
部
長
の
田
中
綾
子
さ
ん
が
、
女
性
会

員
の
皆
さ
ん
が
い
つ
ま
で
も
若
々
し
く

生
き
生
き
と
し
て
活
動
し
、
多
く
の
皆

様
と
の
交
流
や
生
き
が
い
づ
く
り
に
繋

げ
る
よ
う
な
事
業
は
な
い
だ
ろ
う
か
と

考
え
ら
れ
て
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
を
実
践
す
る
た
め
に
、
大

和
町
老
連
の
活
動
を
は
じ
め
、
県
内
各

ク
ラ
ブ
の
活
動
を
詳
し
く
調
べ
、
諸
富

町
に
合
っ
た
形
の
発
表
会
と
な
る
よ
う

工
夫
を
さ
れ
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
女

性
部
の
三
役
の
方
々
だ
け
で
な
く
、
各

地
区
か
ら
の
女
性
代
表
の
方
に
も
参
加

し
て
も
ら
い
検
討
に
検
討
を
重
ね
ら

れ
、
現
在
の
形
と
な
り
ま
し
た
。

　

色
々
な
苦
難
を
乗
り
越
え
て
平
成
10

年
２
月
26
日
、
第
１
回
「
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
発
表
会
」
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

昨
年
度
の
発
表
会
で
は
、
18
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
お
よ
そ
２
０
０
人
の
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
ス
テ
ー
ジ
で
の
踊
り
を
披
露

さ
れ
ま
し
た
。
お
揃
い
の
衣
装
や
手
作

り
の
帽
子
が
と
て
も
似
合
い
、
踊
り
の

音
楽
と
皆
様
の
手
拍
子
が
良
く
合
っ
て

と
て
も
快
く
響
き
ま
し
た
。　

　

展
示
部
門
で
は
、
１
年
間
丹
精
込
め

て
作
っ
た
手
芸
品
・
書
・
絵
画
・
陶
芸

な
ど
の
作
品
を
後
ろ
の
パ
ネ
ル
い
っ
ぱ

い
に
展
示
し
て
頂
き
ま
し
た
。
舞
台
の

上
で
演
芸
す
る
人
、
会
場
よ
り
拍
手
を

送
る
人
、
手
作
り
の
作
品
を
展
示
す
る

人
、
ま
さ
に
、
一
人
ひ
と
り
が
主
役
の

発
表
会
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
「
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
発
表
会
」
は
、
歌
や
踊

り
を
練
習
す
る
こ
と
で
仲
間
が
で
き
、

地
域
の
皆
様
と
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
体
を
動
か
す
こ

と
に
よ
っ
て
「
健
康
づ
く
り
」
に
も
繋

が
り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
先
輩
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
発
表
会
」
を
私
た

ち
は
継
承
し
、
次
の
若
い
方
に
バ
ト
ン

を
渡
し
、
30
回
、
40
回
と
続
い
て
い
く

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

以
上
２
つ
の
行
事
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
し
た
が
、
そ
の
他
、
町
老
連
主
催
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

私
た
ち
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
様
々
な

活
動
を
通
し
て
、
積
極
的
に
社
会
参
加

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

家
の
中
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
私
た
ち

高
齢
者
の
孤
独
感
を
な
く
し
、
仲
間
づ

く
り
、
健
康
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
の

活
性
化
に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
が
老

人
ク
ラ
ブ
の
大
き
な
目
的
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
れ
か
ら
は
、
佐
賀
市
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
皆
様
の
ご
指
導
を

仰
ぎ
な
が
ら
、
目
標
に
向
か
っ
て
進
み

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

舎
で
は
封
建
的
で
年
長
者
の
権
力
が
絶

対
強
く
席
順
も
必
ず
年
齢
順
だ
っ
た
。

◎
忘
年
会

　

12
月
末
の
忘
年
会
は
、
公
民
館
で
行

う
。
会
費
は
個
人
負
担
な
し
。
毎
年
50

人
以
上
の
人
が
参
加
さ
れ
る
。
カ
ラ
オ

ケ
が
主
で
、
仲
間
同
士
の
雑
談
が
こ
れ

ま
た
楽
し
そ
う
で
、
４
時
間
程
の
宴
会

を
名
残
り
惜
し
そ
う
に
解
散
す
る
。
大

正
生
ま
れ
の
人
が
い
な
く
な
っ
て
最
近

は
酒
に
酔
っ
て
一
人
で
歩
け
な
く
な
る

よ
う
な
人
は
ま
ず
無
い
よ
う
だ
。

　

入
会
し
た
当
時
は
先
輩
か
ら
二
次
会

に
誘
わ
れ
、
割
勘
要
員
と
納
得
し
な
が

ら
佐
賀
の
街
ま
で
呑
み
に
行
く
こ
と
が

再
三
あ
っ
た
。
い
や
い
や
な
が
ら
つ
い

て
行
っ
て
お
っ
た
今
は
、
自
分
が
誘
う

立
場
に
な
ろ
う
と
は
夢
に
も
思
っ
て
な

か
っ
た
。
そ
ん
な
嫌
な
経
験
を
し
て
き

た
の
で
、
今
誘
う
時
は
相
手
の
顔
色
を

充
分
見
な
が
ら
、
相
手
の
笑
顔
に
自
信

が
持
て
た
ら
誘
う
こ
と
に
し
て
い
る
。

◎
新
年
宴
会

　

基
本
的
に
は
希
望
者
の
み
で
行
う
こ

と
に
し
て
い
る
新
年
宴
会
は
、
１
月
中

旬
頃
に
近
く
の
料
亭
で
。
ま
た
は
嬉
野

方
面
に
出
か
け
る
こ
と
も
あ
る
。
会
費

は
半
額
個
人
負
担
。

◎
旅　
行

　

日
帰
り
ま
た
は
一
泊
で
の
旅
行
。
以

前
は
そ
れ
ぞ
れ
行
っ
て
い
た
が
、
今
は

１
回
。
新
年
宴
会
と
同
時
に
行
う
こ
と

が
精
い
っ
ぱ
い
で
、
行
動
範
囲
も
狭
く

な
り
一
泊
か
日
帰
り
か
は
そ
の
都
度
状

況
を
見
な
が
ら
決
定
し
て
い
る
。
老
人

ク
ラ
ブ
の
指
定
旅
館
利
用
を
原
則
と
し

て
い
る
の
で
行
き
先
は
限
定
さ
れ
る
。

◎
ス
ポ
ー
ツ

　

入
会
当
時
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
が
盛
ん

で
少
し
位
の
小
雨
な
ら
小
屋
の
中
か
ら

出
た
り
入
っ
た
り
し
て
、
練
習
し
て
い

る
人
も
お
ら
れ
た
よ
う
だ
。
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場
の
壁
に
は
予
定
表
が
掲
示
さ
れ
て

い
た
。
練
習
に
も
無
理
矢
理
引
っ
張
り

出
さ
れ
て
い
る
人
も
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

昼
は
焚
き
火

を
し
て
「
う
ど

ん
」
等
を
ゆ
が

き
、
ど
こ
何
処

の
う
ど
ん
が
美

味
と
か
「
だ
し
」

の
作
り
方
な
ど

を
話
題
に
、
楽

し
そ
う
に
。
ま
た
、
人
の
噂
話
等
を
し

て
情
報
の
交
換
も
十
分
で
き
て
い
る
よ

う
だ
っ
た
。
男
性
は
自
家
製
の
酒
を
呑

み
な
が
ら
、
酒
の
で
き
具
合
や
濃
度
な

ど
、
語
り
合
い
、
飲
み
過
ぎ
て
た
ま
に

は
競
技
の
こ
と
な
ど
で
喧
嘩
に
な
っ
た

り
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
し
か

し
、
男
性
は
皆
子
ど
も
の
頃
か
ら
の
幼

な
じ
み
で
、
気
心
の
知
れ
た
仲
間
ば
か

り
。
喧
嘩
し
て
も
帰
り
は
歌
を
歌
い
な

が
ら
肩
を
組
ん
で
家
に
帰
っ
て
お
ら
れ

る
の
を
良
く
見
か
け
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

　

あ
れ
程
盛
ん
だ
っ
た
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

が
な
ぜ
こ
ん
な
に
衰
退
し
て
し
ま
っ
た

の
か
。
今
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
が
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

会
員
も
男
女
あ
わ
せ
て
20
人
弱
で
毎
週

月
曜
日
に
練
習
し
て
い
る
。
半
世
紀
前

に
老
人
ク
ラ
ブ
が
発
足
し
て
か
ら
の
当

時
の
足
跡
を
忍
び
な
が
ら
、
こ
の
輝
か

し
い
歴
史
を
私
た
ち
の
時
代
に
決
し
て

絶
や
す
こ
と
の
な
い
よ
う
皆
さ
ん
と
共

に
お
互
い
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
っ
て
い

か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
も
の
で
あ
り

ま
す
。
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私
た
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ

つ
な
が
ろ
う
！

　
　
地
域
と
奉
仕
を
通
じ
て

巨勢校区老連
会　長
生三　紀昭

巨　勢
　

私
た
ち
の
巨
勢
に
人
が
住
む
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
お
お
よ
そ
２
０
０
０
年

前
の
弥
生
時
代
と
推
定
さ
れ
、
そ
れ
は

近
く
の
兵
庫
の
牟
田
寄
や
千
代
田
の
詫

田
な
ど
か
ら
弥
生
時
代
の
貝
塚
や
土
器

が
発
見
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

当
時
は
巨
勢
小
学
校
前
の
２
６
４
号

線
ま
で
有
明
海
の
海
岸
線
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
、
今
こ
の
地
域
に
網
の
目
の

よ
う
に
広
が
っ
て
い
る
ク
リ
ー
ク
は
そ

の
頃
こ
の
地
方
に
広
が
っ
て
い
た
干
潟

に
で
き
た
「
み
お
す
じ
」
の
跡
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
長
い
年
月
を

経
て
昭
和
29
年
市
町
村
合
併
に
よ
り
佐

賀
市
巨
勢
町
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
の
町
全
体
を
見
れ
ば
西
部
地
区
は

高
度
成
長
等
に
よ
り
活
性
化
が
進
み
、

環
状
線
等
の
開
通
に
よ
り
大
型
ス
ー

パ
ー
の
進
出
や
新
し
い
集
合
住
宅
が
多

く
で
き
、
う
ま
く
融
合
し
て
新
し
い
街

並
み
と
な
っ
て
い
て
人
口
増
が
顕
著
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
、
単
位
ク
ラ
ブ
は
７
ク

ラ
ブ
、
会
員
数
３
１
０
人
に
て
組
織
し

て
い
ま
す
。

　
「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」
の
精
神
に
基

づ
き
４
月
の
総
会
に
始
ま
り
、
各
種
事

業
に
つ
い
て
は
会
員
の
協
力
に
よ
り
ス

ム
ー
ズ
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　

定
例
役
員
会
は
毎
月
第
1
月
曜
日
に

開
催
し
、
校
区
役
員
、
ク
ラ
ブ
会
長
、

ク
ラ
ブ
支
部
長
に
て
構
成
し
活
発
な
意

見
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
連
合
会
会
報
を
毎
月
発
行
し
、

県
・
市
老
連
か
ら
の
連
絡
事
項
や
校
区

老
連
事
業
報
告
と
計
画
、
各
種
団
体
と

の
共
催
事
業
に
関
す
る
こ
と
等
詳
し
く

掲
載
し
、
ま
た
、
単
位
ク
ラ
ブ
支
部
で

の
研
修
会
や
奉
仕
活
動
等
も
掲
載
し
、

広
く
会
員
へ
の
周
知
を
図
り
全
て
の
ク

ラ
ブ
支
部
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
ま

す
。

　

会
員
研
修
会
に
つ
い
て
は
、
毎
年
２

回
定
期
的
に
開
催
し
健
康
講
座
、
文
化

教
養
講
座
、
交
通
安
全
講
座
に
企
業
見

学
等
も
取
り
入
れ
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
の
第
１
回
目
は
施
設
の

視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
自
衛
隊
幹

部
候
補
生
学
校
（
久
留
米
市
）
に
併
設

の
日
本
陸
軍
歴
史
資
料
館
を
見
学
。
明

治
初
期
の
陸
軍
の
創
設
か
ら
日
清
・
日

露
戦
争
、
大
東
亜
戦
争
に
至
る
ま
で
の

歴
史
資
料
を
見
学
。
国
防
に
つ
い
て
見

聞
を
深
め
ま
し
た
。

　

午
後
の
吉
野
ケ
里
温
泉
で
の
親
睦
会

は
、
例
年
の
こ
と
な
が
ら
歌
あ
り
踊
り

あ
り
で
、
久
し
ぶ
り
に
会
っ
て
の
会
話

も
弾
み
、
親
睦
を
深
め
最
後
に
全
員
で

老
人
ク
ラ
ブ
の
構
成
と
活
動
に
つ
い
て

校
区
老
連
会
員
研
修
会
に
つ
い
て

校
区
定
例
役
員
会
お
よ
び

�

会
報
の
発
行
に
つ
い
て

交
通
安
全
運
動

�

子
ど
も
見
守
り
活
動
に
つ
い
て

単
位
ク
ラ
ブ
地
域
環
境

　
　
　
　
美
化
奉
仕
活
動
紹
介

交
通
安
全
反
射
タ
ス
キ

　
　
　
　
装
着
運
動
の
実
施

大
合
唱
を
し
て
閉
会
し
ま
し
た
（
参
加

者
72
人
）。

　

春
夏
秋
冬
に
県
民
交
通
安
全
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す
が
、
期
間
中
は
単
位
ク

ラ
ブ
の
輪
番
制
に
て
２
６
４
号
線
、
小

学
校
前
お
よ
び
Ｊ
Ａ
巨
勢
前
交
差
点
に

て
児
童
登
校
時
に
合
わ
せ
安
全
立
ち
番

指
導
並
び
に
あ
い
さ
つ
見
守
り
運
動
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
４
月
入
学
の
ピ
カ

ピ
カ
の
一
年
生
も
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん

に
習
っ
て
大
き
な
声
で
「
お
は
よ
う
ご

ざ
い
ま
す
」
と
言
い
元
気
な
あ
い
さ
つ

に
私
た
ち
も
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
国
の
宝
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
見
守
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

相
変
わ
ら
ず
高
齢
者
の
事
故
が
多
発

し
て
い
る
中
で
、
巨
勢
町
も
近
年
は
大

型
ス
ー
パ
ー
等
の
進
出
で
交
通
量
が
非

常
に
多
く
な
っ
て
い
て
、
高
齢
者
の
死

亡
事
故
も
発
生
し
ま
し
た
。

　

少
し
で
も
交
通
事
故
を
減
ら
し
町
内

交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
赤
い
羽
根

共
同
募
金
支
援
事
業
助
成
金
を
活
用
し

て
自
治
会
、
民
生
児
童
委
員
会
、
老
人

ク
ラ
ブ
、
社
会
福
祉
協
議
会
等
が
中
心

に
な
っ
て
反
射
タ
ス
キ
装
着
運
動
を
実

施
。

　

町
内
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
全
員
に

安
全
反
射
タ
ス
キ
を
配
布
し
薄
暮
、
夜

間
散
歩
時
や
、
買
い
物
等
の
外
出
時
に

タ
ス
キ
の
着
用
を
町
内
挙
げ
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
７
月
並
び
に
12
月
の
交

通
安
全
運
動
期
間
中
に
町
内
幹
線
道
に

て
装
着
パ
レ
ー
ド
を
実
施
し
、
町
民
や

通
行
車
両
に
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
呼

び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

　

巨
勢
牛
島
上
老
人
ク
ラ
ブ
は
結
成
19

年
目
を
迎
え
、
会
員
数
も
概
ね
百
名
前

後
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
人
生
百
年
時

代
と
言
わ
れ
る
中
、
長
い
老
後
を
い
か

に
過
ご
す
か
が
老
人
ク
ラ
ブ
の
み
な
ら

ず
、
地
域
で
の
大
き
な
テ
ー
マ
で
も
あ

り
ま
す
。
年
を
と
っ
た
ら
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
の
取
り
組

み
が
進
む
中
で
老
人
ク
ラ
ブ
の
役
割
も

期
待
感
が
増
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
牛
島
上
老

人
ク
ラ
ブ
は
様
々
な
課
題
を
抱
え
な
が

ら
も
三
大
運
動
の
健
康
・
友
愛
・
奉
仕

を
基
本
に
各
種
団
体
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
活
動
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
中

で
も
、
奉
仕
活
動
に
つ
い
て
は
、
地
区

内
３
カ
所
に
つ
い
て
15
年
に
わ
た
り
会

員
の
清
掃
美
化
活
動
を
実
施
し
て
き
ま

し
た
。

　
今
で
は
、
自
治
会
の
認
知
度
も
高
く
、

継
続
は
力
な
り
で
あ
り
ま
す
。
活
動
週

間
に
合
わ
せ
「
社
会
奉
仕
の
日
」
幟
旗

も
新
調
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
地
域

の
人
が
誰
で
も
参
加
し
て
み
た
い
と
思

え
る
活
動
、
魅
力
あ
る
牛
島
上
老
人
ク

ラ
ブ
の
活
動
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

【
活
動
場
所
】

①
県
道
３
３
３
号
環
状
佐
賀
線

②
親
水
公
園
一
帯

③
牛
島
上
自
治
公
民
館

【
そ
の
他
の
活
動
】

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
（
年
２

回
）、
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
三
校
区

（
巨
勢
・
北
川
副
・
蓮
池
）
対
抗
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
、
会
員
親
睦
旅
行
（
年
２

回
）、
物
故
者
追
悼
会
、
小
学
校
昔
遊
び

会
、
幼
保
小
連
携
餅
つ
き
会
、
町
民
体

育
大
会
、
町
民
文
化
祭
、
町
民
餅
つ
き

大
会

新
調
し
た

「
社
会
奉
仕
の
日
の
」
幟
旗
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校　区　名 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度
勧　　　興 348 377 380 404 410 415 
循　　　誘 344 328 313 266 244 248 
神　　　野 460 481 491 473 341 348 
赤　　　松 148 149 142 140 149 115 
日　　　新 0 0 0 0 0 0 
西　与　賀 595 575 528 482 406 386 
本　　　庄 386 356 363 364 370 359 
北　川　副 442 416 344 329 270 229 
巨　　　勢 325 333 318 319 317 310 
蓮　　　池 219 215 209 202 198 186 
兵　　　庫 562 539 552 526 518 509 
久　保　泉 319 331 312 308 300 300 
金　　　立 396 311 291 291 309 334 
高　木　瀬 391 400 406 414 411 397 
鍋　　　島 552 546 495 481 498 461 
嘉　　　瀬 675 629 618 638 639 623 
新　　　栄 291 305 318 321 315 303 
若　　　楠 355 379 389 339 336 338 
開　　　成 198 0 0 0 0 0 
旧 佐 賀 市 7,006 6,670 6,469 6,297 6,031 5,861 
諸　　　富 1,703 1,697 1,600 1,482 1,479 1,407 
大　　　和 1,224 1,154 1,091 1,052 1,030 917 
富　　　士 917 918 922 806 812 774 
三　　　瀬 375 395 389 392 367 368 
南　川　副 572 534 492 485 480 447 
西　川　副 677 598 632 653 586 522 
中　川　副 470 506 497 507 501 491 
大　詫　間 401 382 392 378 399 387 
東　与　賀 741 751 720 736 689 618 
久　保　田 857 804 770 712 651 649 
旧　郡　部 7,937 7,739 7,505 7,203 6,994 6,580 
合　　　計 14,943 14,409 13,974 13,500 13,025 12,441 
新規会員数 901 858 767 742 785 623 

佐賀市老連 会員数推移（平成25年度〜平成30年度）
　

昨
今
、
少
子
高
齢
化
が
著
し
い
現
状

に
お
い
て
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
数
の
減

少
が
顕
著
に
な
っ
て
い
ま
す
。
要
因

は
「
会
長
の
な
り
手
が
い
な
い
」「
会
員

の
高
齢
化
」
な
ど
各
老
人
ク
ラ
ブ
ご
と

に
様
々
あ
り
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
魅
力
を

P
R
す
る
た
め
に
、
皆
さ
ん
尽
力
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

佐
賀
市
老
連
の
現
状
は
、
平
成
25
年

度
は
3
1
2
ク
ラ
ブ
、
１
万
４
９
４
３

人
で
し
た
が
、
平
成
30
年
４
月
１

日
現
在
で
は
、
３
０
４
ク
ラ
ブ
、

１
万
２
４
４
１
人
と
８
ク
ラ
ブ
、

２
５
０
２
人
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
き
な
理
由
と
し
て
は
、
平
成
25
年

度
に
日
新
校
区
老
連
が
休
止
、
平
成
26

年
度
に
開
成
校
区
老
連
が
休
止
の
状
態

と
な
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
休

止
の
理
由
は
、
会
長
や
役
員
の
後
継
者

が
い
な
い
こ
と
が
一
番
多
い
よ
う
で
す
。

　

ま
た
平
成
26
年
度
か
ら
全
老
連
や
佐

賀
県
老
連
お
よ
び
、
佐
賀
市
老
連
で
も

会
員
増
強
運
動
の
取
り
組
み
を
積
極

的
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、
佐
賀
市
老

連
の
新
規
加
入
者
数
は
、
平
成
25
年

度
よ
り
平
成
30
年
度
ま
で
の
調
べ
で
、

４
６
７
６
人
と
年
間
平
均
７
７
９
人
と

い
う
素
晴
ら
し
い
結
果
を
残
し
て
い
る

も
の
の
、
死
亡
・
脱
退
等
の
減
少
数
が

７
７
０
４
人
と
年
間
平
均
１
２
８
４
人

あ
り
、
会
員
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け

る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

会
員
減
少
を
止
め
る
に
は
、
休
止
や

脱
会
す
る
老
人
ク
ラ
ブ
を
い
か
に
し
て

防
ぐ
か
が
課
題
で
す
。
そ
の
た
め
に
は

会
長
や
副
会
長
の
役
割
が
大
切
で
す
。

ま
た
活
動
の
マ
ン
ネ
リ
化
を
防
ぐ
た
め

の
具
体
的
な
方
法
に
つ
い
て
も
早
急
に

検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

女
性
会
員
の
割
合
が
多
い
た
め
、
女

性
役
員
を
増
や
し
た
り
、
役
員
の
複
数

ー読
一日に一度はまとまった文章を読もう

新聞でも雑誌でも本でも、好きなものを選ん
で読むことです。文章を読むことで認知機能
がアップします。

十笑
一日に十回くらいは笑おう

笑う頻度が少ない人ほど認知機能が低下す
るリスクが大きいのです。また、笑うことで
免底力が向上し、がんの予防・進展を抑える
効果があるといわれています。

百吸
一日に百回くらい（一度には
十回くらい）深呼吸しよう
深呼吸することで肺の機能が高まり、自律神
経が安定し、ストレス解消に役立ちます。

千字
一日に千字くらいは文字を書こう
文字を書くことは認知機能を高めます。日記
をつける、手紙を書く、メモをとるなど、こま
めに文字を書くことです。できるだけ漢字を
使って書くことをお勧めします。

万歩
一日に一万歩を目指して歩こう

歩くことがメタボリック症候群の予防・治療
に効果的であり、記憶力を高め、認知症の予防
に有効であることは周知されています。

高齢者の健康法
ー読・十笑・百吸・千字・万歩

化
に
よ
り
全
体
で
話
し
合
っ
て
の
検
討

も
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し

て
今
後
も
老
人
ク
ラ
ブ
の
三
大
運
動
で

あ
る
「
健
康
」「
友
愛
」「
奉
仕
」
の
事

業
を
積
極
的
に
開
催
し
、
活
気
あ
る
楽

し
い
老
人
ク
ラ
ブ
に
す
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

目
指
し
て
、
高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
第

1
層
協
議
体
が
平
成
29
年
度
か
ら
設
置

さ
れ
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
向
に

5
年
で
8
ク
ラ
ブ
、2
5
0
2
人
の
減

�

会
員
増
と
共
に
減
少
防
止
も
大
切

佐
賀
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
常
務
理
事
兼
事
務
局
長　

中
野
　
公
利

「
友
愛
活
動
」
を
広
め

�

安
心
安
全
な
地
域
へ

地
域
に
広
が
っ
て
お
ら
ず
、
残
念
な
が

ら
第
１
層
協
議
体
が
佐
賀
市
全
体
の
方

向
性
を
明
示
し
て
、
第
２
層
（
中
学
校

区
）、
第
３
層
（
小
学
校
区
）
へ
と
展
開

で
き
て
い
な
い
状
態
で
す
。

　
ま
た
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
『
友
愛
活
動
』

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
老
人
ク
ラ
ブ

の
加
入
率
が
平
均
27
％
の
た
め
佐
賀
市

全
体
に
は
広
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。
老
人

ク
ラ
ブ
の
友
愛
活
動
だ
け
で
は
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
は
な
ら
な
い
の
で
、

早
く
地
域
全
体
で
取
り
組
み
が
で
き
る

こ
と
を
切
に
願
う
と
共
に
老
人
ク
ラ
ブ

会
員
の
増
強
が
急
務
だ
と
思
い
ま
す
。
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ス
ポ
ン
サ
ー
へ
の
お
礼

　

こ
の
た
び
は
「
佐
賀
市
老
連
だ

よ
り
」
の
発
行
に
あ
た
り
ま
し
て

広
告
の
掲
載
を
い
た
だ
き
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
︒

　

本
紙
は
︑
会
員
が
豊
か
で
幸
せ

な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
願
っ
て

発
行
い
た
し
て
お
り
ま
す
︒

　

こ
れ
か
ら
も
末
永
き
ご
厚
誼
︑

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
︒

佐
賀
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

1
0
0
万
人
会
員
増
強
運
動
の

取
り
組
み
も
平
成
30
年
度
が
最
終

年
度
と
な
り
ま
し
た
︒
間
も
な
く
平

成
31
年
４
月
30
日
を
も
っ
て
平
成

も
終
わ
り
ま
す
が
︑
老
人
ク
ラ
ブ
の

活
動
に
は
終
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
︒

　

超
高
齢
化
時
代
に
健
康
な
高
齢

者
が
ま
す
ま
す
健
康
に
な
る
た
め

に
は
︑地
域
全
体
で
支
え
る
サ
ポ
ー

ト
が
必
要
で
す
︒
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
は
︑
地
域
の
各
種
団
体

や
介
護
施
設
︑
お
た
っ
し
や
本
舗

等
の
手
助
け
を
受
け
て
地
域
の
高

齢
者
を
元
気
に
し
て
い
く
シ
ス
テ

ム
で
︑
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分

ら
し
い
人
生
を
送
る
た
め
に
も
重

要
な
も
の
と
な
り
ま
す
︒

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
友
愛
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん
は
︑

自
治
会
長
︑
民
生
委
員
・
児
童
委
員
︑

福
祉
協
力
員
︑
市
町
村
︑
校
区
社

協
・
町
づ
く
り
協
議
会
等
と
一
緒
に

な
っ
て
さ
ら
に
活
動
の
幅
を
広
げ

て
い
く
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
︒
今
後
も
老
人
ク
ラ
ブ
の﹃
健
康
・

友
愛
・
奉
仕
﹄
の
3
つ
の
方
針
を
基

本
と
し
て
︑
地
域
の
高
齢
者
の
方
々

に
は
老
人
ク
ラ
ブ
に
加
入
し
て
も

ら
い
︑
と
も
に
力
を
合
わ
せ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
︒ 
︵
事
務
局
︶

　

第
13
回
佐
賀
市
高
齢
者
趣
味
の

作
品
展
が
12
月
13
日
（
木
）
か
ら

16
日
（
日
）
ま
で
、
佐
賀
市
立
図

書
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
高
齢
者
や

施
設
入
所
者
や
老

人
ク
ラ
ブ
会
員
か

ら
2
3
0
点
と

多
く
の
作
品
が
出

最優秀賞………………江頭　嘉廣　72歳
優秀賞…………………糸山　正子　72歳
優秀賞…………………北川　行俊　78歳
優秀賞…………………中島　雄次　71歳
努力賞・最高齢者賞…石山　勝巳　92歳

最優秀賞………………荒木　茂代　74歳
市社協会長賞…………樋口　昇　　71歳
優秀賞…………………山下　紘一　77歳
最高齢者賞……………木原　キナエ97歳

最優秀賞………………髙田　康行　85歳
優秀賞…………………橋間　春代　86歳
優秀賞…………………藤井　節子　86歳
優秀賞…………………村岡　淳　　88歳
努力賞…………………中西　伊登子85歳
最高齢者賞……………副島　ミツエ96歳

最優秀賞……………今村　弘子ほか12名
市老連会長賞…………緒方　洋子　86歳
優秀賞…………………江下　哲夫　86歳
優秀賞…………………佐藤　靜江　88歳
優秀賞…………………下村　和代　71歳
努力賞…………………石田　圭子　78歳
努力賞…………………井手　富美惠88歳
努力賞…………………久米　ハル子81歳
最高齢者賞……………渡邊　スナヲ97歳

最優秀賞………………井手　美枝子73歳
優秀賞…………………北村　惠子　75歳
優秀賞…………………平川　仁英　70歳
最高齢者賞……………寺町　正之　81歳

絵画の部　出展数 41 点

写真の部　出展数 11 点

書の部　出展数 52 点

手芸の部　出展数 108 点

工芸の部　出展数 18 点

第 13 回佐賀市高齢者趣味の作品展を開催
創
作
意
欲
高
め
る

�

秀
作
2
3
0
点
が
一
堂
に

入賞作品一覧（敬称略）

展
さ
れ
、
佐
賀
市
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
会
員
30
人
か
ら
も
作
品
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

展
示
さ
れ
た
写
真
や
工
芸
、
書

や
絵
画
等
は
、
い
ず
れ
も
熟
練
の

技
が
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
、
訪
れ

た
方
々
を
魅
了
し
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
作
品
を
通
し
て
、
創
る
喜

び
を
多
く
の
方
に
広
め

て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。


